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注 意 事 項 
 

１． 理科①～④のうちから 1つを選択し，解答しなさい。 

２． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 
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７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 
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物理 

第１問 次の文章（ a ）～（ e ）を読み，解答として最も適切なものを，それぞれ

の解答群の中から一つ選び，その番号を記せ。（配点 25） 

 

 

（ a ） 真空中での光の速さは3 × 10  m s⁄  である。太陽の光が地球に到達するのに 

約 500 秒かかるという。太陽と地球の距離について，適切なものを選べ。 

 

① 約 1.7 × 10  m 

② 約 6.0 × 10  m 

③ 約 1.5 × 10  m 

④ 約 1.7 × 10  m 

⑤ 約 1.5 × 10  m 

 

 

（ b ） 図 1-1 はある一次元運動を表すグラフで， 𝑥 は位置，𝑣 は速さ， 

𝑡 は時刻（時間）を示している。この運動として適切なものを選べ。 

 

 

① 等速直線運動 

② 等加速度直線運動 

③ 等速円運動 

④ 等間隔振動運動 

⑤ 静止状態 

 

 

 

図 1-1 
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（ c ） 図 1-2 において，𝑅 = 8.0 Ω ，𝑅 = 6.0 Ω ，𝑅 = 4.0 Ωのとき， AB 間の合成抵

抗値について，適切なものを選べ。 

 

 

 

① 3.1 Ω 

② 7.4 Ω 

③ 8.7 Ω 

④ 10 Ω 

⑤ 18 Ω 

 

（ d ） 振動数 𝑓 の二つの音叉 A ，B がある。図 1-3 のように，音叉 A の枝に輪ゴム

を巻き振動数を 𝑓  とした。音叉 A ，B を同時にならすとうなりが聞こえた（ただし，

𝑓 ≅ 𝑓   ）。うなりの振動数として，適切なものを選べ。 

 

 

図 1-3 

 

① (𝑓 + 𝑓 ) 
② (𝑓 − 𝑓 ) 

③ 𝑓 − 𝑓  

④ 𝑓 − 𝑓 

⑤ 𝑓 + 𝑓  

 

図 1-2 
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物理 

（ e ） 毎秒 3.2 × 10  Jの熱エネルギーを消費して，毎秒 8.0 × 10  J の仕事をする 

エンジンがある。このエンジンの効率は何％か，適切なものを選べ。 

 

① 100 % 

② 75 % 

③ 50 % 

④ 25 % 

⑤ 0 % 
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（このページは余白） 
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物理 

第２問 速さ 𝑣 で走行している質量 𝑀 の車がブレーキをかけ停止した。ブレーキを

かけている間の車の加速度は一定で −𝑎 とする。次の問い（問１～５）に答えよ。 

ただし，進行方向を正とし，𝑎 > 0 である。（配点 25）  

 

問１ 速さ 𝑣 で走行している車が停止することによる運動量の変化はどのように 

表されるか。 

 

問２ 車がブレーキをかけてから停止するまでの時間はどのように表されるか。 

 

問３ 車がブレーキをかけてから停止するまでの距離はどのように表されるか。 

 

問４ 車にブレーキをかけることによって生じた力はどのように表されるか。 

 

問５ 速さ 𝑣 で走行している車が停止するまでの間にブレーキのした仕事はどのよう

に表されるか。 
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（このページは余白） 
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物理 

第３問 次の文章（ a ）～（ e ）を読み，解答として最も適切なものを，それぞれの

解答群の中から一つ選び，その番号を記せ。（配点 25） 

 

（ a ） 滑らかな机の上で，図 3-1 のように，ばね定数 𝑘 のばねの左端を固定し，右端に

質量 m の物体をつなぐ。物体を右に引っ張り，ばねの自然長からの伸びを 𝑥 とした

ときに比べ，伸びを 2 倍 (2𝑥) としたときでは，ばねの位置エネルギーは何倍になる

か，適切なものを選べ。 

 

 

 

 

（ b ） 質量 𝑚 の金属小球を絶縁体の糸でぶら下げた。正に帯電した棒をこの金属小球

の真横から近づけると，静電誘導により金属小球が棒に引き寄せられ図 3-2 のように

なった。糸が鉛直方向となす角を 𝜃 とするとき，金属小球をつないでいる糸にはたら

く張力の大きさとして適切なものを選べ。ただし，重力加速度の大きさを 𝑔 とする。 

 

 

 ① 0.25 倍 ② 0.5 倍 ③ 1 倍 ④ 2 倍 ⑤ 4 倍 

 ① 𝑚𝑔 sin 𝜃 ② 𝑚𝑔 cos 𝜃 ③ 
𝑚𝑔

sin 𝜃 ④ 
𝑚𝑔

cos 𝜃 ⑤ 
𝑚𝑔

tan 𝜃 

図 3-2 

図 3-1 
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（ c ） 圧力 1 気圧，温度 27 ℃ ，体積 3 L の気体を，圧力 2 気圧，温度 227 ℃ に
した。このとき気体の体積として適切なものを選べ。 

 

① 0.40 L 

② 1.1 L 

③ 2.5 L 

④ 4.4 L 

⑤ 9.8 L 

 

 

 

 

 
 

（ d ） 図 3-3 のように，固定したコイルの中心軸と棒磁石の軸を合わせ，この軸に沿っ

て棒磁石を右から左にコイルを通過させる。このとき，コイルの誘導電流は電流計

をどのように流れるか。適切な記述を選べ。 
 

 
① 点 A→  →点 B の向きに流れたのち，点 B→  →点 A の向きになる。 

② 点 B→  →点 A の向きに流れたのち，点 A→  →点 B の向きになる。 

③ 点 A→  →点 B の向きに流れる。 

④ 点 B→  →点 A の向きに流れる。 

⑤ 誘導電流は変化しない。 

 

  

図 3-3 
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物理 

 
（ e ） 平行板コンデンサー（キャパシター）の電気容量について，適切な内容の記述を

選べ。 

 

① 電気容量は，極板間に比誘電率の大きな物質が挿入されると，何も挿入されてい

ない場合より小さくなる。 

② 極板間の電位差が一定のとき，電気容量の大きな平行板コンデンサーほど蓄えら

れる電荷量は大きい。 

③ 同じ平行板コンデンサーであれば，極板間の電位差が大きいほど，電気容量は大

きくなる。 

④ 極板間の距離が一定で極板間には何もないとき，極板の面積が大きいほど，電気

容量は小さくなる。 

⑤ 極板面積が一定で極板間には何もないとき，極板間の距離が大きいほど，電気容

量は大きくなる。 
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（このページは余白） 
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第４問 川幅 𝐿 で北から南へ流速  𝑣  ⃗  で流れる川を，速度  𝑣 ⃗  の小舟で横断する。

次の問い（問１～５）に答えよ。（配点 25） 

 

 

問１  小舟が川を渡っているとき，地上の出発地点から見た小舟の速度は  𝑣  ⃗  ，  𝑣 ⃗  
を用いてどのように表されるか。 

 

問２ 川の流れの速さ 1.5 m s⁄  ，小舟の速さ 2.5 m s⁄  のとき，図 4-1 のように上流方

向にある角度で進むと，川の流れに垂直に横断できた。このとき，地上の出発点から

見た小舟の速さはいくらか求めよ。 

 

問３  川幅 𝐿 = 100 m であった。問２のように小舟が進むとき，小舟が川を横断する

のに必要な時間はいくらか求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページに続く）  

図 4-1 
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物理 

 

 

問４ 図 4-2 のように東方向に進路をとって進むと，対岸に着くまでに下流側に流され

た。川幅 𝐿 = 100 m ，川の流れの速さ 1.5 m s⁄  ，小舟の速さ 2.5 m s⁄  のとき，小

舟が川を横断するのに必要な時間はいくらか求めよ。 

 

問５ 問４のように小舟が進むと，小舟が対岸に到着する地点は出発地点の真東から見

て南にいくら離れた地点か求めよ。 

 
 

  

図 4-2 
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化学 

 
必要があれば，原子量は次の値を使うこと。 

   H 1.0 C 12.0 N 14.0 O 16.0 Na 23.0 
 S 32.0 Cl 35.5 Cu 63.6 
 

問題文中に使用する単位と SI（国際単位系）との関連は以下の通りとする。 

 L = dm3 mL = cm3 1 atm = 1 気圧 = 1.013 × 105 Pa 

 
気体は，実在気体とことわりがない限り，理想気体として扱うものとする。 

 

 

第 1 問 次の問い（ 問 1・2 ）に答えよ。（配点 26） 
 

問 1 次の文中の [ ア ] ～ [ オ ] に入る語句として最も適当なものを，下の ① 〜 ⑩ 

のうちから一つずつ選び，その番号を記せ。 

    
物質を構成する [ ア ] は，様々な方法で調べることができる。例えば，洗浄した 

[ イ ] 線を塩化ナトリウム水溶液に浸し，ガスバーナーの外炎に入れると，その炎

は [ ウ ] 色になる。この [ ウ ] 色は [ エ ] 特有の色である。このように，物質

を炎の中に入れた時に，成分として含まれる [ ア ] に特有の色が見られる現象を 

[ オ ] という。 

 
 ① 元素 ② ナトリウム ③ 赤 ④ 炎色反応 ⑤ 銅 

 ⑥ 沈殿反応 ⑦ 化合物 ⑧ 白金 ⑨ 塩素 ⑩ 黄 
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化学 

問 2 次の文中の [ ア ] ～ [ ク ] に入る語句として最も適当なものを，下の ① 〜 ⑭ 

のうちからそれぞれ一つずつ選び，その番号を記せ。ただし，同じ番号を二回以上選

んでもよい。 

 

原子の最外殻電子から 1 個の電子を取り去って，1 価の [ ア ] にするために必要

なエネルギーを [ イ ] という。ナトリウム原子は， [ イ ] が [ ウ ] ため，1 価

の [ ア ] になりやすく， [ エ ] が強い。一方，原子が 1 個の電子を取り入れて，

1 価の [ オ ] になるときに [ カ ] されるエネルギーを [ キ ] という。塩素原子

は， [ キ ] が [ ク ] ため，1 価の [ オ ] になりやすい。 

 

 ① 陰イオン ② 陽性 ③ 大きい ④ 中性 

 ⑤ イオン化エネルギー ⑥ 電子親和力 ⑦ 吸収 ⑧ 陽イオン 

 ⑨ 化学エネルギー ⑩ 電気陰性度 ⑪ 放出 ⑫ 陰性 

 ⑬ 多原子イオン ⑭ 小さい 
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第 2 問 次の問い（ 問 1 ～ 3 ）に答えよ。（配点 24） 
 

問 1  質量パーセント濃度が 28%の濃アンモニア水の密度は 0.90 g/cm3 である。この濃

アンモニア水のモル濃度は何 mol/L か。有効数字 2 桁で求めよ。 

 

 

問 2 濃度がわからない酢酸水溶液 20 mL を過不足なく中和するために，0.10 mol/L の

水酸化ナトリウム水溶液10 mLを必要とした。この酢酸水溶液の濃度は何 mol/Lか。

有効数字 1 桁で求めよ。 

 

 
問 3 次の文中の [ ア ] ～ [ キ ] に入る語句として最も適当なものを，下の ① 〜 ⑪ 

のうちからそれぞれ一つずつ選び，その番号を記せ。 

 

ナトリウム Na と塩素 Cl2 が反応すると，塩化ナトリウム NaCl ができる。この

とき，ナトリウムは電子を [ ア ] ので酸化され，塩素は電子を [ イ ] ので還元さ

れている。すなわち，この [ ウ ] において，ナトリウムは [ エ ] としてはたらき，

塩素は [ オ ] としてはたらいている。その他にも，[ エ ] の代表的な例としては 

[ カ ] などが，[ オ ] の代表的な例としては [ キ ] などが挙げられる。 

 

 ① 還元剤 ② 中和反応 ③ 塩基 ④ オゾン O3 

 ⑤ 硫化水素 H2S ⑥ 受け取る ⑦ 酸化剤 ⑧ 酸 

 ⑨ 失う ⑩ 酸化還元反応  ⑪ ネオン Ne 
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第 3 問 次の問い（ 問 1・2 ）に答えよ。（配点 25） 

 

問 1 ある気体が，温度 27℃，圧力 0.30 × 105 Pa において密度が 0.529 g / L であった。

この気体が何であるかを調べたい。これについて，次の問い（ a ～ h ）に答えよ。

なお，気体定数を R [Pa・L / (K・mol)] とする。 

 

a  温度が T [K]，圧力が p [Pa]，体積が V [L]，物質量が n [mol]のとき，この気体

の状態方程式を表す式として最も適当なものを，次の ① ～ ③ のうちから一つ選

び，その番号を記せ。 

 

 ① pT = nRV ② pV = nRT ③ TV = npR 

 

 
b  この気体の物質量を n [mol]，分子量を M，質量を w [g]とするとき，これらの

関係を表す式として最も適当なものを，次の ① ～ ③ のうちから一つ選び，その

番号を記せ。 

 
 ① n = w / M ② n = M / w ③ n = wM 

 

 

c  この気体の体積が V [L]，質量が w [g]であるとき，気体の密度 x [g / L]を表す式

として最も適当なものを，次の ① ～ ③ のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 
 ① x = V / w ② x = w / V ③ x = wV 
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化学 

d  a の気体の状態方程式に b の物質量 n を表す式を代入して得られる式として最も

適当なものを，次の ① ～ ⑨ のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 
 ① pMT = wRV ② pwT = MRV ③ pT = wMRV 

 ④ pMV = wRT ⑤ pwV = MRT ⑥ pV = wMRT 

 ⑦ MTV = pwR ⑧ wTV = pMR ⑨ TV = pwMR 

 

 

e  d で得られた式に c の密度 x を表す式を代入して得られる式として最も適当なも

のを，次の ① ～ ⑦ のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 
 ① pxT = MR ② pxM = RT ③ pM = xRT 

 ④ px = MRT ⑤ p = xMRT ⑥ MT = pxR 

 ⑦ T = pxMR 

 

 

f  e で得られた式を用いてこの気体の分子量を有効数字 2 桁で求めよ。ただし，気

体定数 R は 8.31 × 103 Pa・L / (K・mol) であるとする。 

 

 

g  この気体として最も適当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選び，その番

号を記せ。 

 
① CO2    ② NH3    ③ Cl2   ④ H2S   ⑤ O2 
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h  この気体の性質に関する記述として最も適当なものを，次の ① ～ ⑤ のうちか

ら一つ選び，その番号を記せ。 

 

① 無色でそれ自身は燃えないが，燃焼を助ける作用がある。 

② 刺激臭がある黄緑色の有毒な気体で，水溶液は消毒，漂白に用いられる。 

③ 無色で刺激臭があり，水によく溶けて水溶液は弱塩基性を示す。 

④ 無色無臭で水に少し溶け，その水溶液は弱酸性を示す。 

⑤ 無色で腐卵臭があり，その水溶液は弱酸性を示す。 

 

 

問 2 窒素と硫黄の酸化物に関する次の文章について，下の問い（ a ～ c ）に答えよ。 

 

  大気の主成分である窒素は常温では反応性に乏しいが，高温では酸素と直接反応

して気体 [ ア ] を生じる。[ ア ] は実験室では銅を希硝酸に溶かすと得られる。

また，[ ア ] は水には [ イ ]，常温で空気中の酸素と反応して [ ウ ] 色の有

毒な気体である [ エ ] になる。[ エ ] は水に溶けて硝酸を生成する。 

不純物として硫黄を含む化石燃料を燃やすと，[ オ ] 色で刺激臭のある気体 

[ カ ] が生じる。この気体は水に溶けて [ キ ] を生成するので，その水溶液は 

[ ク ] を示す。また，[ カ ] は [ ケ ] 作用を示すので漂白剤として用いられ，

常温では酸素と反応しないが，触媒として酸化バナジウム（Ⅴ）が存在すれば酸化

されて [ コ ] を生じる。 

 

a 文章中の空欄 [ ア ] ～ [ コ ] に当てはまる語句として最も適当なものを，次

の ① ～ ⑮ のうちから一つずつ選び，その番号を記せ。 

 
 ① 一酸化窒素 ② 二酸化窒素 ③ 不溶で 

 ④ よく溶け ⑤ 無 ⑥ 赤褐 

 ⑦ 二酸化硫黄 ⑧ 三酸化硫黄 ⑨ 亜硫酸 

 ⑩ 硫酸 ⑪ 塩酸 ⑫ 酸性 

 ⑬ 塩基性 ⑭ 酸化 ⑮ 還元 
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b 下線部の反応を表す次の化学反応式中の [ サ ] ～ [ ソ ] に当てはまる係数と

して最も適当なものを，次の ① 〜 ⑩ のうちからそれぞれ一つずつ選び，その番

号を記せ。ただし，係数は最も簡単な整数となるようにし，同じ番号を二回以上選

んでもよい。また，係数が 1 の場合は 1 と表すものとする。 

 

[ サ ] Cu + [ シ ] HNO3 

    →  [ ス ] Cu(NO3)2 + [ セ ] H2O + [ ソ ] X 

（X は発生した気体 [ ア ] の化学式を表す） 

 
① 1     ② 2     ③ 3     ④ 4     ⑤ 5 

⑥ 6     ⑦ 7     ⑧ 8     ⑨ 9     ⑩ 10 

 

 
c 下線部の反応において，38.16 g の銅が完全に反応したときに発生する気体の物質

量は何 mol か。最も適当な数値を，次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選び，その番号

を記せ。 

 
① 0.20    ② 0.40    ③ 0.60    ④ 0.80    ⑤ 1.0 

 

 

  

20210202



 
 
 

化学 

第 4 問 次の問い（ 問 1 ～ 4 ）に答えよ。（配点 25） 

 

問 1 次の ① ～ ⑤ のアルコールに関する記述のうち，誤りを含むものをすべて選び，

その番号を記せ。 

 
① 2－メチル－2－プロパノールは第二級アルコールに分類される。 

② アルコールとは，脂肪族炭化水素の水素原子をヒドロキシ基に置き換えた化合物

をいう。 

③ 1 価アルコールは，炭素数が多いほど水に溶けやすい性質をもつ。 

④ 第二級アルコールを酸化するとアルデヒドになる。 

⑤ エタノールにナトリウムを加えると，水素が生成する。 

 

 
問 2 次の ① ～ ⑤ の記述のうち，正しいものを一つ選び，その番号を記せ。 

 
① ナイロン 66 はε－カプロラクタムが開環重合すると得られる。 

② タンパク質は熱や酸に強く，分子の形状が変化することはない。 

③ 有機化合物を構成する成分元素は，無機化合物を構成する成分元素よりも種類が

多い。 

④ 芳香族炭化水素は，非常に水に溶けやすい。 

⑤ グルコースはフェーリング液を還元する。 

 

 
問 3 パルミチン酸 C15H31COOH とグリセリン C3H5(OH)3からなる油脂がある。この油

脂が 50.0 g あるとき，これを完全にけん化するためには水酸化ナトリウムが何 g 必要

か。有効数字 3 桁で答えよ。 
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化学 

問 4 試験管にニトロベンゼン，スズ，濃塩酸を入れて加熱した。加熱後，水酸化ナトリ

ウム水溶液を加えると水面に油状の物質 A が遊離した。これについて，次の問い（ a 

～ c ）に答えよ。なお，構造式を書く場合には，下の例を参考に書くこと。 

 

 

構造式の例： 

 

 

 
a  物質 A の化合物名および構造式を書け。 

 
b  物質 A を溶液 B に滴下すると赤紫色を呈する。溶液 B として最も適当なものを，

次の ① ～ ⑤ のうちから一つ選び，その番号を記せ。 

 

① さらし粉水溶液 

② 塩化鉄（Ⅲ）水溶液 

③ 濃硫酸 

④ 蒸留水 

⑤ エタノール 

 

c  物質 A を無水酢酸と反応させると白色の固体 C が生成した。この反応の名称とし

て最も適当なものを，次の ① ～ ④ のうちから一つ選び，その番号を記せ。また，

生成した固体 C の構造式を書け。 

 

  ① ニトロ化 ② アルキル化 ③ アセチル化 ④ エステル化 

  

 

 

CH2 CH    CH3

OH

CH2 CH    CH3

OH
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生物 

第 1 問 次の文章を読み，下の問い（問１～３）に答えよ。（配点 25） 
 

 日本は南北に細長いため緯度による気温の差が大きい。そのために，おもに気温に対応

した森林バイオームが形成されている。沖縄から九州南端までの高温，湿潤な地域では， 

  １  と呼ばれる森林が成立している。九州，四国から関東までの冬の寒さがゆるやか

な地域の低地には  ２  が分布し，冬の寒さが厳しい東北地方から北海道南部の低地に

は  ３  が分布する。さらに寒冷な北海道東北部の亜寒帯地域には，針葉樹林が分布し

ている。 

 標高に応じてもバイオームは変化し，バイオームの垂直分布が生じている。本州中部の

高山を例にバイオームを見ると，標高 700ｍくらいまでの  ４  ，そこから標高 1700ｍ

付近までの  ５  ，さらにその上の標高 2500ｍ付近までの  ６  とに区分できる。

標高 2500ｍ付近は森林限界と呼ばれ，高木は点在する程度に密度が減り，それより標高の

高いところは高山帯と呼ばれる。 

 

問1  上の文章中の空欄  １  ～  ６  に入る最も適当な語句を記せ。 

 

問2    １  ～  ３  のバイオームの代表的な植物を２種ずつ選び，番号を記せ。 

① ブナ    ② ヘゴ    ③ コメツガ ④ スダジイ  ⑤ ミズナラ   

⑥ トドマツ  ⑦ タブノキ  ⑧ ヒノキ  ⑨ ハイマツ   

⑩ メヒルギ  ⑪ フタバガキ ⑫ アカシヤ 

 
問3  世界には上記の文章で述べられていないバイオームも存在するが，どのようなバイ

オームがあるか，バイオームの名称を２つ記せ。 

   



 
 
 

生物 

第 2 問 次の文章を読み，下の問い（問１～５）に答えよ。（配点 25） 
 

 病原体などの異物が体内に侵入すると  ア  でつくられる抗体がはたらき，異物は排

除される。このような抗体のはたらきによる獲得免疫を  １  性免疫という。免疫反応

を引き起こす異物は  ２  と呼ばれ，抗体によって捕らえられたあと，  イ  や好中

球の食作用によって排除される。一方，T 細胞の一種である  ウ  T 細胞は，ウイルス

などに感染した細胞を直接攻撃してこれを破壊する。このような免疫を  ３  性免疫と

いう。免疫反応によって活性化されたリンパ球の一部は，異物の情報を保存す

る   エ  として体内に残る。保存された情報により，同じ異物が再び体内に侵入したと

きには，1 度目よりもすばやく免疫反応が起きる。このことを  ４  という。 

 
問 1 上の文章中の空欄  １  ～  ４  に入る最も適当な語句を記せ。 

 

問 2 上の文章中の空欄  ア  ～  エ  に入る最も適当な語句を下の①～⑧から選び，

番号を記せ。 

① T 細胞   ② B 細胞 ③ キラー ④ マクロファージ 

⑤ インスリン  ⑥ サプレッサー ⑦ 赤血球 ⑧ 免疫記憶細胞 

 

問 3 予防接種は，獲得免疫のしくみを応用して感染症を予防する方法である。ヒトに人

工的に接種する無毒化した病原体やその産物を何と呼ぶか，最も適当な語句を記せ。 

 
問 4 免疫のしくみが過敏に反応することにより，生体に不利にはたらくことで起きる現

象を何と呼ぶか，最も適当な語句を記せ。 

 

問 5 エイズは HIV（ヒト免疫不全ウイルス）によって免疫システムが機能しなくなるこ

とで起きる感染症である。HIV が感染する細胞として最も適当な語句を記せ。 

  



 
 
 
生物 

第 3 問 次の文章を読み，下の問い（問１～４）に答えよ。（配点 25） 
 

 インドール酢酸（IAA）などの細胞伸長を促進する植物ホルモンは  １  と呼ばれ，

茎の光屈性において，光の当たる側と当たらない側とで茎の成長速度を調節している。 

 １  は茎の  ２  で合成され，下降して細胞の伸長を促進する。 光を一方向から照

射すると， １  は光の当たらない側に移動して下降し，細胞の伸長を促進するため，茎

は  ア  の光屈性を示す。 

また，植物の芽ばえを水平に置くと，茎は重力の方向とは反対方向に屈曲し，  イ  の

重力屈性といわれるが，根では重力の方向に屈曲する。これは，この植物ホルモンが重力

によって  ウ  側に移動し，茎では濃度の  エ  い側の成長が促進するためである。 

 
問1  上の文章中の空欄  １  ～  ２  に入る最も適当な語句を記せ。 

 
問2  上の文章中の空欄  ア  ～  エ  に入る最も適当な語句を下の①～⑥から選

び，番号を記せ。 

① 正   ② 負   ③ 上   ④ 下   ⑤ 高   ⑥ 低 

 
問3  植物では日長や温度などの環境要因の季節的な変化に応じて，頂芽が成長し，

栄養成長が続いていく。頂芽が成長しているときには，下部にある側芽の成長が

抑制されることが多い。この現象は何と呼ばれるか，最も適当な語句を記せ。 

 
問4  種子の休眠と発芽に関する植物ホルモンを２つ記せ。 

  



 
 
 

生物 

第 4 問 次の文章を読み，下の問い（問１～３）に答えよ。（配点 25） 
 

 生物が営む生命活動には，エネルギーが必要である。発酵は，多くの生物においてエネ

ルギーを獲得する反応として使われる。 １  菌では，ピルビン酸は  ２  によって

還元され  １  を生成する。これを  １  発酵という。  ３  は，(a) アルコール発

酵を行うため，古くからワインやビールの醸造に利用されている。発酵では，  ４  が

はたらかないため， ２  は，ピルビン酸などによって酸化されて(b) NAD+
に戻る。 

 

問 1 上の文章中の空欄  １  ～  ４  に入る最も適当な語句を下の①～⑭から選び，

番号を記せ。 

① 光化学系 ② 解糖系 ③ 電子伝達系 ④ 酢酸 ⑤ クエン酸 ⑥ 乳酸 

⑦ アセトアルデヒド ⑧ 酢酸菌 ⑨ 酵母 ⑩ 麹菌 ⑪ 二酸化炭素 

⑫ FADH2 ⑬ DNA ⑭ NADH 

 

問 2 下線部(a)は次のように表される。空欄  ５  ～  ７  に入る最も適当な語句を

記せ。 

 ５   → 2  ６   ＋ 2  ７  ＋ エネルギー 

 

問 3 下線部(b) の結果，生じることとして最も適当なものを下の①～④から選び，番号を

記せ。 

① 発酵が停止する。 

② クエン酸回路のはたらきが阻害される。 

③ カルビン・ベンソン回路のはたらきが促進される。 

④ 解糖系が継続的にはたらく。 
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英語 

第１問 次の 1 と 2 の発話に対する応答として適切なものを、それぞれア～コのう

ちから四つずつ選び、その記号を記せ。それぞれの記号は一度しか使えないので注意す

ること。（配点 16） 

 
 
1. We have to finish the work by noon. 
 
2. Where would you like to eat? 
 
 
 
ア It’s a piece of cake. 
イ I would like to have a cheeseburger. 
ウ Right. Let’s get together. 
エ You should find a job at a pizza shop. 
オ If there was another day! 
カ Shall we try spicy Mexican dishes? 
キ Our work was accepted. 
ク So you look quite busy this morning. 
ケ Let’s go to a French restaurant. 
コ How about Chinese food? 
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英語 

第２問 次の 1～6 の発話に対する応答として最も適切でないものを、それぞれア～

エのうちから一つずつ選び、その記号を記せ。（配点 12） 
 
 
1. What’s up? 
 

ア Nothing much. 

イ My throat is sore. 

ウ Take your temperature. 

エ I have a fever. 

 
 
 
 
 
2. What do you want to do tomorrow? 
 

ア Go shopping. 

イ Oh, I don’t know. 

ウ I haven’t decided yet. 

エ More than expected. 

 
 
 
 
 
3. I haven’t seen her for a long time. 

 
ア So have I. 

イ Me neither. 

ウ I haven’t either. 

エ I have seen her a couple of times. 

 
 
 
 
 

20210202
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英語 

4. May I speak with Mr. Sato? 
 

ア Yes, he may. 

イ This is he speaking. 

ウ Hold on, please. 

エ Who’s calling? 

 
 
 
 
 
5. Are you getting a driver’s license now? 
 

ア No. I’m only thinking. 

イ I got it last month. 

ウ It makes you guess so. 

エ Yes. I need it as soon as possible. 

 
 
 
 
 
6. I hope the weather won’t be bad this weekend. 
 

ア Yes. Otherwise, we can’t go on a picnic. 

イ Why didn’t you hope so? 

ウ The weather forecast said it would rain. 

エ If it rains, we will cancel mountain climbing. 
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英語 

第３問 次の英文 1～5 の(      )の中に入れるのに最も適切な語句の組み合わせを、

それぞれ A～D のうちから一つずつ選び、その記号を記せ。（配点 15） 

 
 
1. Don’t forget (  ア  ) in this homework assignment (  イ  ) Friday. 
 
 

A ア turning イ by 
B ア to turn イ by 
C ア turning イ to 
D ア to turn イ to 

 
 
 
 
 
2. Since she has so (  ア  ) dresses, she is taking so much time to pick (  イ  ) out and get 

dressed. 
 
 

A ア many イ one 
B ア few イ one 
C ア many イ another 
D ア few イ another 

 
 
 
 
 
3. He has never (  ア  ) to France but he talks about Paris as (  イ  ) he had lived there. 
 
 

A ア been イ long as 
B ア been イ if 
C ア gone イ long as 
D ア gone イ if 

 
 
 

20210202
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英語 

4. (  ア  ) won’t be long before my brother (  イ  ) up with us. 
 
 

A ア There イ catches 
B ア It イ catches 
C ア There イ will catch 
D ア It イ will catch 

 
 
 
 
 
5. (  ア  ) from a distance, the mountain (  イ  ) with snow looks like a white lion. 
 
 

A ア Seeing イ covering 
B ア Seeing イ covered 
C ア Seen イ covering 
D ア Seen イ covered 

 
  

20210202
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英語 

第４問 次の 1～6 の各文について、日本語の意味に合うように、それぞれ下のア～

カの語句を用いて空所を補い、英文を完成させよ。ただし、文頭に配するべき語も小文

字にしてある。解答は(A)と(B)それぞれの位置で用いる語句の記号のみを答えよ。（配

点 24） 

 
 
1. いつでも好きなときに気がねなく質問してください。 
Please        (A)               (B)        you like. 
 

ア free イ questions ウ to 
エ feel オ whenever カ ask 

 
 
 
 
2. すぐ折り返しのお電話をせず申し訳ありません。 
I                    (A)         (B)  back sooner. 
 

ア sorry イ for ウ you 
エ not オ am カ calling 

 
 
 
 
3. 絶好のチャンスを逃してしまってちょっと恥ずかしい。 
I am  (A)               (B)              a good chance. 
 

ア ashamed イ having ウ of 
エ a little オ such カ missed 

 
 
 
 
4. トムの祖母は、彼に健康維持のため散歩するようすすめた。 
Tom’s grandmother recommended that        (A)               (B)       . 
 

ア walks イ take ウ healthy 
エ stay オ to カ he 
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英語 

5. その企業が援助を申し出ていたらより優れた病院ができていたであろう。 
A better hospital could        (A)         (B)              assistance.  
 

ア been イ provided ウ the company 
エ had オ built カ have 

 
 
 
 
6. 習うより慣れよと言われるのを聞いたことはありますか。 
Have you heard  (A)                     (B)       ? 
 

ア makes イ perfect ウ it 
エ practice オ that カ said 

 
 

20210202
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英語 

第５問 次の Web サイトに掲載されている文章を読み、以下の問い（ 問 1～6 ）に

答えよ。（配点 33） 
 

著作権処理の都合上、以降省略します。 

20210202
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国語 

 

第
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次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
漢
字
に
直
し
、
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

10
） 

 

⑴ 

こ
こ
で
会
う
の
も
何
か
の
イ
ン
ネ
ン
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

⑵ 

柔
道
の
大
会
で
実
力
を
コ
ジ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑶ 
事
の
顚て

ん

末
を
コ
ク
メ
イ
に
記
録
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑷ 

ビ
ン
ジ
ョ
ウ
値
上
げ
は
許
さ
れ
な
い
。 

 
 

⑸ 

満
場
に
な
る
の
に
ま
だ
ジ
ャ
ッ
カ
ン
の
余
裕
が
あ
る
。 

 

第
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⑸
の
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線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

  

⑴ 

街
の
発
展
を
ム
ソ
ウ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

無
双 

 
 

イ 

夢
想 

 
 

ウ 

無
想 

 
 

エ 

無
窓 

 

 

⑵ 

疲
れ
て
深
い
眠
り
に
ツ
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

付 
 

 
 

イ 

尽 
 

 
 

ウ 

突 
 

 
 

エ 

就 

 

⑶ 

こ
の
タ
ン
カ
ー
の
ハ
イ
ス
イ
量
は
十
万
ト
ン
あ
る
。 

 
 

ア 

背
水 

 
 

イ 

配
水 

 
 

ウ 

排
水 

 
 

エ 

廃
水 

 

 

⑷ 

不
利
な
形
勢
か
ら
ハ
ン
コ
ウ
に
転
ず
る
。 

 
 

 
 

 
 

ア 

反
抗 

 
 

イ 

反
攻 

 
 

ウ 

犯
行 

 
 

エ 

版
行 

 
 

 

⑸ 

彼
は
一
度
の
演
説
で
ジ
ン
シ
ン
を
掌
握
す
る
。 

 
 

 
 

ア 

人
心 

 
 

イ 

人
臣 

 
 

ウ 

深
心 

 
 

エ 

仁
心 

 

 

第
3
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
意
味
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄

に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

 

 

⑴ 

あ
る
こ
と
を
さ
せ
よ
う
と
お
ど
し
つ
け
る
こ
と 

 
 

 
 

ア 

圧
迫 

 
 

イ 

強
迫 

 
 

ウ 

脅
迫 

 

⑵ 
 

氏
名
や
地
位
・
職
業
な
ど
を
い
つ
わ
っ
て
言
う
こ
と 

 
 

ア 

偽
称 

 
 

イ 

偽
証 

 
 

ウ 

詐
偽 

 
 

⑶ 
 

過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

懐
古 

 
 

イ 

回
顧 

 
 

ウ 

想
起 
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⑷ 
 

処
世
上
の
手
本
と
す
べ
き
内
容
を
持
つ
優
れ
た
こ
と
ば 

 

ア 

金
言 

 
 

イ 

助
言 

 
 

ウ 

提
言 

 

⑸ 
 

社
会
や
人
の
役
に
立
つ
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

協
力 

 
 

イ 

援
助 

 
 

ウ 

寄
与 

 
 

 
第
4
問 

次
の
⑴
～
⑷
の
傍
線
部
の
読
み
方
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

8
） 

 
 

⑴ 

調
査
の
結
果
は
蓋
然
性
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

⑵ 

そ
の
訃
報
は
全
国
民
を
驚
か
せ
た
。 

⑶ 

我
々
は
真
実
を
喝
破
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

⑷ 

僅
か
な
望
み
に
賭
け
て
勝
負
に
出
た
。 

 

第
5
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
四
字
熟
語
の 

 
 

 

に
入
る
漢
字
一
字
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

 

⑴ 

主 
 

 
 

転
倒 

 

⑵ 

明
鏡
止 

 
 

 
 

⑶ 

徹
頭
徹 

 
 

 
 

⑷ 

鶏 
 

 
 

狗
盗 

 

⑸ 

自 
 

 
 

撞
着 

 第
6
問 

次
の
⑴
～
⑸
の 
 

 
 

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記

せ
。
（
配
点 

5
） 

 

 

⑴ 

主
人
の
目
を 

 
 

 

金
を
盗
ん
だ
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

ア 

凝
ら
し
て 

イ 

か
け
て 

 

ウ 

か
す
め
て 

エ 

輝
か
せ
て 

⑵ 

彼
の
意
見
は
会
議
に 

 
 

 

を
投
じ
た
。 

 
 

 
 

 
 

ア 

一
夕 

 
 

イ 

一
石 

 
 

ウ 

一
席 

 
 

エ 

一
隻 

⑶ 

定
年
後
、
母
は 

 
 

 

の
手
習
い
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
。 

ア 
朝 

 
 

 

イ 

晩
年 

 
 

ウ 

師
匠 

 
 

エ 

六
十 

⑷ 

い
ず
れ 

 
 

 

に
物
を
見
せ
て
や
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

目 
 

 
 

イ 

口 
 

 
 

ウ 

手 
 

 
 

エ 

腕 

⑸ 
 

 
 

を
つ
い
て
ば
か
り
で
は
嫌
わ
れ
る
よ
。 

 
 

 
 

 

ア 

難
癖 

 
 

イ 

悪
態 

 
 

ウ 

屁
理
屈 

 

エ 

杖 
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第
7
問 

次
の
⑴
～
⑷
の
語
句
の
反
対
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

4
） 

 
 

⑴ 

栄
達 

― 
 

 
 

 

⑵ 

停
滞 

― 
 

 
 

息 
 

 
 

 
 

⑶ 
強
靭 

― 
 

 
 

 

⑷ 

暴
露 

― 
 

 
 

息 
 

 

  

第
8
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点 

8
） 

 

み
な
さ
ん
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
資
料
を
つ
く
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
資
料
を
つ
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
資
料
に
載
せ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
図
か
表
か
グ
ラ
フ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
画
面
に
長
々
と
文
章
を
書
く
人
は

あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
図
や
表
を
載
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
つ
く
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。 

私
も
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
つ
く
る
と
き
に
は
、
図
や
表
を
中
心
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の
自
分
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
図
や
表
が
完
成
し
た

と
き
に
は
、
自
然
に
頭
の
中
に
文
章
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
ど
ん
な
言
葉
で
説
明
し
よ
う
か
な
？
」
と
考
え
な
く
て
も
、
図
表

が
出
来
上
が
れ
ば
、
頭
の
中
に
説
明
文
が
自
然
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。 

要
す
る
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
主
体
は
、
図
表
で
あ
っ
て
、
言
葉
は
つ
け
足
し
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。 

実
際
、
プ
レ
ゼ
ン
の
場
で
、
聞
き
手
に
伝
え
た

い
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
資
料
に
書
か
れ
た
図
表
部
分
で
す
。
資
料
の
図
表
を
、
聞
き
手
の
脳
の
中
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
言
葉
を
使
っ
て
あ
れ
こ

れ
と
補
足
説
明
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。 

逆
に
、
私
た
ち
が
聞
き
手
の
場
合
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
に
書
か
れ
た
図
表
が
頭
の
中
に
す
ん
な
り
と
入
っ
て
き
た
と
き
が
、「
分
か
っ
た
！
」
と
感
じ
る

瞬
間
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
情
報
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
言
葉
と
し
て
で
は
な
く
、 

図
表
と
し
て
頭
の
中
に
貯
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

具
体
的
な
例
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ア 

進
取 
 

 

イ 

進
捗 

 
 

ウ 

脆
弱 

 
 

エ 

零
落 

 
 

オ 

寡
黙 

 
 

カ 

遵
法 

 
 

キ 

隠
蔽 

 
 

ク 

騰
貴 
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【
文
章
例
】 

  

           

文
章
を
読
ん
で
も
、
き
っ
と
頭
の
中
に
、
う
ま
く
入
っ
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
表
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
情
報
の
内
容

は
明
確
に
な
り
、
頭
の
中
に
も
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に 

【
文
章
例
】
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
簡
単
な
表
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

（
出
典 
藤
沢
晃
治
著
『
理
解
す
る
技
術 

情
報
の
本
質
が
分
か
る
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
） 

 問 

傍
線
部
「
次
の
よ
う
な
表
」
を
次
に
示
し
た
。
表
中
の
空
欄 

〔 

Ａ 

〕 
～
〔 

Ｄ 

〕
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
本
文
中
か

ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。
同
じ
記
号
の
空
欄
に
は
、
同
じ
言
葉
が
入
る
。
ま
た
、
表
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
〇
は
合
法
、
×
は
違
法
を
表
す
。 

 

二
〇
〇
二
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
「
健
康
増
進
法
」
と
い
う
法
律
が
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と
い
う
。
こ
の
法
律
の
第
五
章
・
第
二
節
・
第
二
五
条
は
、
公
的
施
設
の
管
理
者
に
対
し
、

そ
の
施
設
で
の
受
動
喫
煙
の
発
生
を
禁
じ
て
い
る
。
喫
煙
者
だ
け
で
は
な
く
、
受
動
喫
煙
者
で
も
肺
癌
発
病
率
や
妊
婦
の
奇
形
児
出
産
率
が
高
い
こ

と
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
公
的
施
設
と
は
、
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、
宿
泊
施
設
、

集
会
場
、
展
示
場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
、
ま
た
は
そ
の
他
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
公
的
施
設
を
い
う
。
禁
煙
席
と
喫
煙
席

に
分
け
た
だ
け
で
、
禁
煙
席
に
た
ば
こ
の
煙
が
流
れ
て
く
る
状
態
の
こ
と
を
不
完
全
分
煙
と
い
う
。
ま
た
、
同
じ
く
、
禁
煙
席
と
喫
煙
席
に
分
け
た

だ
け
で
、
非
喫
煙
者
も
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
入
り
口
、
通
路
、
ト
イ
レ
、
レ
ジ
な
ど
で
受
動
喫
煙
が
起
こ
る
状
態
も
不
完
全
分
煙
と
い
う
。
従

来
、
こ
う
し
た
不
完
全
分
煙
は
、
違
法
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
五
月
以
降
、
こ
う
し
た
不
完
全
分
煙
の
状
態
で
営
業
す
る
こ
と
は
、

非
喫
煙
者
に
有
害
物
質
を
吸
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
違
法
行
為
と
な
っ
た
。
非
喫
煙
者
に
一
切
の
受
動
喫
煙
を
さ
せ
な
い
分
離
状
態
を
完
全
分
煙
と

い
う
。
完
全
分
煙
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
以
降
も
合
法
と
な
る
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
、
完
全
禁
煙
も
合
法
で
あ
る
。
違
法
状
態
を
放
置
し
て
い
る
公
的

施
設
管
理
者
は
、
順
法
を
求
め
る
非
喫
煙
者
か
ら
の
民
事
訴
訟
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
訴
訟
に
至
ら
ず
と
も
、
同
法
に
す
ば
や
く
対
応
し

た
優
良
企
業
を
除
い
て
、
承
知
の
上
で
有
毒
物
質
を
顧
客
に
吸
わ
せ
続
け
て
い
る
企
業
な
ど
は
、
社
会
的
、
道
義
的
責
任
を
追
及
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 
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第
9
問 

次
の
文
章
は
、
井
上
史
雄
著
『
新
・
敬
語
論 

な
ぜ
「
乱
れ
る
」
の
か
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
1
～
10
）
に

答
え
よ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点 

50
） 

  

こ
の
章
で
は
、
現
代
敬
語
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。
自
由
闊
達

か

っ

た

つ

に
多
彩
な
敬
語
を
使
い
こ
な
す
の
で
な
く
、
現
場
で
必
要
な
限
ら
れ
た

表
現
だ
け
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
⑴

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
経
済
効
率
の
い
い
教
育
法
で
あ
る
が
、
実
際
の
使
用
例
は
、
従
来
な
か
っ
た

新
し
い
こ
と
ば
づ
か
い
を
含
ん
で
お
り
、
議
論
が
わ
き
起
こ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
接
客
業
だ
け
で
な
く
、
世
間
一
般
に
使
わ
れ

る
言
い
方
も
あ
る
。
し
か
し
発
生
の
原
因
を
探
る
と
、
説
明
可
能
で
、
将
来
広
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
と
ば
の
乱
れ
と
言
わ
れ
る
現
象
は
言

語
変
化
な
の
だ
と
い
う
論
を
、
ａ

ホ
キ
ョ
ウ
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
第
５
章
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
を
手
が
か
り
に
、
敬
語
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
る
。
近
頃
世
で
騒
が
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
社
会
人
、
会

社
人
に
な
る
前
の
段
階
の
、
形
式
化
さ
れ
た
敬
語
使
用
で
あ
る
。
第
４
章
ま
で
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
問
題
敬
語
と
さ
れ
る
現
象
は
多
い
の
で
、
個
人
が
採

否
を
判
断
す
る
よ
り
は
、
ど
こ
か
で
ま
と
め
て
一
つ
に
決
め
る
ほ
う
が
い
い
。
こ
れ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
発
達
の
理
由
で
あ
る
。 

 

一
部
の
職
種
で
は
接
客
用
語
な
ど
を
徹
底
的
に
訓
練
す
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
一
種
で
、
応
用
の
ｂ

キ
か
な
い
表
現
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

３ ２ １ 

 

〔 

Ｃ 
〕
（
〔 

Ｄ 

〕
あ
り
） 

〔 
Ｂ 

〕
（
〔 

Ｄ 

〕
な
し
） 

〔 

Ａ 

〕 

 

× 〇 〇 

新
法
発
効
後 

〇 〇 〇 

新
法
発
効
前 
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入
社
以
降
、
敬
語
の
訓
練
が
行
わ
れ
な
い
職
場
が
あ
り
、
現
場
で
先
輩
の
指
導
を
受
け
る
程
度
の
こ
と
が
多
い
。
結
局
は
日
本
語
敬
語
の
衰
退
に
結
び

つ
く
。 

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
」
は
「
バ
イ
ト
敬
語
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
よ
く
使
わ
れ
、
語
源
ど
お
り
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ト
（
便
利
）
な
敬
語
な
の
で

「
コ
ン
ビ
ニ
敬
語
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
同
列
に
置
か
れ
る
の
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
の
で
、
ま
と
め
て

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
敬
語
」
と
も
言
わ
れ
る
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
は
そ
れ
な
り
の
経
済
性
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
広
が
っ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
訓
練
の
投
資
・
費
用
の
わ
り
に
売
り

上
げ
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
効
果
の
大
き
い
、
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
こ
と
ば
づ
か
い
な
の
だ
。
最
低
限
の
サ
バ
イ
バ
ル
の
敬
語
で
も
あ
る
。

敬
語
を
習
得
し
て
い
な
い
新
卒
者
ま
た
は
臨
時
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
外
国
人
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
た
め
に
は
効
率
的
で
あ
る
。
高
校
生
は
先
生
や
上
級
生

に
も
尊
敬
語
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
。
丁
寧
語
「
で
す
ま
す
」
を
使
う
程
度
で
あ
る
。
そ
ん
な
若
者
に
、
現
場
で
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
の
敬
語

表
現
を
教
え
る
。
は
じ
め
は
基
本
的
な
型
か
ら
身
に
つ
け
さ
せ
、
そ
の
後
場
面
を
広
げ
て
応
用
さ
せ
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
だ
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
ｃ

シ
キ
シ
ャ
の
非
難
・
批
判
を
受
け
る
。
従
来
に
な
い
言
い
回
し
を
含
む
の
で
、
世
の
中
で
騒
が
れ
、
間
違
っ
た
敬
語
と
し
て

非
難
さ
れ
る
。
「
○
○
の
ほ
う
」
「
○
○
円
に
な
り
ま
す
」
の
よ
う
な
、
耳
慣
れ
な
い
表
現
が
ｄ

ヒ
ョ
ウ
テ
キ
に
な
る
。
実
際
に
は
世
間
一
般
に
広
が
っ

た
言
い
方
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
濡
れ
衣
と
も
言
え
る
。
⑵

し
か
し
広
が
る
か
ら
に
は
心
理
的
理
由
が
あ
る
。
新
し
い
言
い
方
の
進
出
の
背
景
に
は
、
と

ら
え
方
、
つ
ま
り
心
理
の
変
化
が
あ
る
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
実
例
は
、
学
校
の
文
法
で
習
う
よ
う
な
「
敬
語
」
で
は
説
明
で
き
な
い
。
丸
覚
え
し
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
長
い
表
現
を
、
尊

敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
寧
語
に
分
け
て
も
、
説
明
に
役
立
た
な
い
。
そ
れ
で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
敬
語
」
と
呼
ん
で
、
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
敬
語
」

の
と
ら
え
方
が
近
頃
変
わ
っ
て
き
た
。
敬
意
と
か
丁
寧
さ
を
表
す
方
法
が
、
違
っ
て
き
た
の
だ
。
以
下
で
個
別
例
を
説
明
す
る
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
し
て
非
難
さ
れ
る
言
い
方
に
、
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
が
あ
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
、
入
る
と
す
ぐ
に

「
禁
煙
席
で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
。
座
っ
た
あ
と
だ
っ
た
ら
、
「
よ
ろ
し
か
っ
た
」
か
と
聞
か
れ
て
も
い
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
、
注
文
を
と
っ
た
ら
最
後
に
確
認
す
る
。
そ
の
と
き
の
言
い
方
は
、
「
ご
注
文
は
以
上
で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
接
客
表
現
全
体
に
応
用
し
た
の
だ
ろ
う
。 
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「
よ
ろ
し
か
っ
た
」
は
ど
う
し
て
拡
張
さ
れ
た
か
。
ぼ
か
し
表
現
の
一
種
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
日
本
語
の
仮
定
表
現
で
、
「
も
し
明
日
で
よ
か
っ
た

ら
」
の
よ
う
に
、
未
来
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
過
去
形
に
あ
た
る
「
た
」
を
使
う
。
日
本
語
以
外
に
、
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
な
ど
で
も
、
過
去

形
や
仮
定
形
・
条
件
形
な
ど
が
丁
寧
な
表
現
と
し
て
使
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
た
」
は
、
現
在
の
状
況
を
じ
か
に
示
す
の
で
な
く
、
完
了
し
た
か
の
よ
う
に

と
ら
え
て
、
丁
寧
さ
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
丁
寧
さ
起
源
説
で
あ
る
。
丁
寧
に
言
い
表
す
た
め
に
、
直
接
的
な
指
示
を
避
け
る
と
い
う
の

は
、
人
類
共
通
の 

ｅ

フ
ヘ
ン
的
な
心
理
的
傾
向
で
あ
る
。
全
国
に
拡
大
す
る
背
景
に
は
、
こ
れ
が
あ
て
は
ま
る
。 

 

方
言
起
源
説
も
あ
る
。
「
よ
ろ
し
か
っ
た
」
は
地
方
で
先
行
し
た
よ
う
で
、
名
古
屋
で
最
初
に
耳
に
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（1987

）

の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
は
、
北
海
道
と
東
海
地
方
で
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
関
東
こ
と
に
東
京
付
近
に
は
遅
れ
て
入

っ
て
き
た
。 

 

北
海
道
に
多
い
の
は
、
東
北
や
北
海
道
で
「
た
」
の
用
法
が
共
通
語
よ
り
広
い
た
め
だ
。
こ
の
地
域
で
は
、
「
お
ば
ん
で
し
た
」
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
し
、
電
話
を
か
け
て
名
乗
る
と
き
に
「
井
上
で
し
た
」
の
よ
う
に
言
う
。
そ
の
基
盤
と
し
て
、
東
北
地
方
で
は
、
よ
そ
の
家

を
訪
ね
て
、
「
井
上
さ
ん
い
た
か
」
と
声
を
か
け
る
。
本
人
が
奥
か
ら
「
あ
あ
、
い
た
い
た
」
と
言
い
な
が
ら
出
る
。
共
通
語
で
も
、
待
っ
て
い
た
バ
ス

が
遠
く
に
見
え
た
ら
「
来
た
来
た
」
と
言
う
。
英
語
国
民
は
、
「
バ
ス
が
来
つ
つ
あ
る
」
と
表
現
す
る
。
日
本
語
の
「
た
」
は
過
去
を
示
す
わ
け
で
は
な

い
。
期
待
し
て
い
た
こ
と
の
完
了
を
示
す
。
東
北
・
北
海
道
で
は
共
通
語
よ
り
さ
ら
に
用
法
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
⑶

こ
れ
が
背
景
に
あ
っ
て
、
北
日
本

で
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
が
発
生
し
た
と
、
説
明
で
き
る
。 

 

某
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
で
は
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
を
２
０
０
３
年
に
禁
止
し
た
。
別
に
料
理
の
味
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

イ
メ
ー
ジ
が
大
事
な
業
種
だ
か
ら
だ
。
さ
ほ
ど
イ
メ
ー
ジ
を
気
に
し
な
い
で
す
む
庶
民
と
し
て
は
、
「
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
で
十
分
で
あ
る
。
自
分

で
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
が
、
使
う
人
が
い
て
も
、
①

大
目
に
見
よ
う
。 

「
こ
ち
ら
、
ご
注
文
の
ト
ー
ス
ト
に
な
り
ま
す
」
は
、
生
の
パ
ン
と
ト
ー
ス
タ
ー
を
客
の
テ
ー
ブ
ル
に
出
す
の
な
ら
、
正
し
い
言
い
方
で
あ
る
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
で
ト
ー
ス
タ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
、
パ
ン
が
焼
け
て
、
「
お
お
、
ト
ー
ス
ト
に
な
っ
た
」
と
喜
べ
る
わ
け
だ
。 

 

た
だ
「
に
な
る
」
に
は
「
に
あ
た
る
」
と
い
う
用
法
も
あ
る
（
も
っ
と
も
手
元
の
辞
書
に
は
こ
の
用
法
は
載
っ
て
い
な
い
）
。
結
婚
式
で
の
紹
介
で

「
こ
ち
ら
の
方
が
お
じ
に
な
り
ま
す
」
の
よ
う
に
、
「
に
あ
た
る
」
の
意
味
で
使
う
。
別
に
結
婚
に
よ
っ
て
血
縁
関
係
が
変
わ
る
た
め
に
お
じ
に
「
な

20210202
7



 
 
 

国語 

る
」
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
父
の
弟
、
私
の
叔
父
に
な
る
の
で
す
が
」
「
親
が
兄
弟
ど
う
し
だ
と
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
い
と
こ
に
な
る
わ
け
で
す

が
」
「
知
人
と
い
っ
て
も
い
ち
お
う
恩
師
に
な
る
の
か
な
」
な
ど
の
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
変
化
す
る
」
で
は
な
く
、
「
に
あ
た
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 
「
に
な
る
」
は
、
接
客
関
係
で
さ
ら
に
意
味
分
野
、
ｆ

テ
キ
ヨ
ウ
範
囲
を
拡
大
し
た
。
こ
の
言
い
回
し
は
、
「
で
あ
る
」
「
で
す
」
よ
り
も
、
柔
ら
か

い
言
い
方
だ
。
陣
内
（1998

）
は
「
に
な
り
ま
す
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
グ
ラ
フ
に
示
し
た
。
「
に
な
り
ま
す
」
は
す
べ
て
平
均
０
点
の
線
よ
り
上
で
、
「
丁

寧
」
「
好
感
が
も
て
る
」
「
柔
ら
か
い
」
な
ど
で
好
印
象
に
結
び
付
く
。
い
わ
ゆ
る
敬
語
と
違
っ
た
表
現
法
を
開
発
し
て
、
新
し
い
心
理
的
関
係
を
築
く

の
だ
。
こ
れ
が
進
出
の
理
由
だ
ろ
う
。
「
で
す
」
は
中
間
的
で
、
「
に
な
り
ま
す
」
と
逆
の
傾
向
を
示
し
、
「
シ
ン
プ
ル
」
で
あ
る
点
が
プ
ラ
ス
に
評
価

さ
れ
る
。
「
で
ご
ざ
い
ま
す
」
は
、
意
外
な
こ
と
に
「
丁
寧
」
と
「
好
感
が
も
て
る
」
以
外
は
、
平
均
０
点
の
線
よ
り
下
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
硬
く
て

機
械
的
で
②

仰
々
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
慇
懃

い

ん

ぎ

ん

無
礼
な
印
象
な
の
だ
ろ
う
。 

 

「
に
な
り
ま
す
」
は
「
で
す
」
な
ど
に
比
べ
る
と
、
直
接
断
定
す
る
感
じ
が
薄
れ
る
。
心
理
的
に
和
ら
げ
る
働
き
が
あ
り
、
一
種
の
ぼ
か
し
表
現
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
若
い
人
が
抱
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
に
な
り
ま
す
」
の
普
及
は
当
然
と
言
え
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
世
間
一
般
に
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
乱
用
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。 

 

「
～
の
ほ
う
」
の
多
用
も
非
難
さ
れ
る
。
昔
、
訪
問
販
売
で
「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」
と
言
っ
て
消
火
器
を
売
り
つ
け
た
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
。
一
度
消
防
署
の
近
く
に
行
っ
て
か
ら
訪
問
す
れ
ば
、
う
そ
に
な
ら
な
い
。 

文
化
庁
（1997, 2003, 2014

）
で
は
「
お
会
計
の
ほ
う
、
１
万
円
に
な
り
ま
す
」
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
図
５-

１
参
照
。
３
回
の
調
査
結
果
の

違
い
が
大
き
く
、
「
気
に
な
る
」
が
き
れ
い
に
増
え
て
い
る
。
１
９
９
７
年
に
は
ど
の
年
代
で
も 

 

Ａ 
 

。
２
０
０
３
年
に
は
ベ
テ
ラ
ン
層
で
５
割

以
上
に
増
え
た
が
、
若
い
世
代
で
は
３
割
前
後
だ
っ
た
。
２
０
１
４
年
に
は
中
年
以
上
で 

 

Ｂ 
 

。
た
だ
し
20
代
以
下
の
若
い
人
は 

Ｃ
Ｃ 

 

。
世

の
中
で
使
う
人
が
増
え
て
い
る
の
で
「
気
に
な
る
」
も
増
え
る
の
だ
が
、
若
い
人
に
と
っ
て
は
よ
く
聞
く
の
で
当
た
り
前
に
ひ
び
く
の
だ
ろ
う
。
「
～
の

ほ
う
」
を
使
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
に
よ
る
と
、
直
接
指
さ
な
い
点
で
安
心
な
の
だ
そ
う
だ
。
ぼ
か
し
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
世
間
一
般
に
広
が
っ
て
い
る
。
よ
く
聞
く
が
、
で
き
れ
ば
「
～
の
ほ
う
」
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
。 

「
千
円
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
な
ど
は
お
か
し
い
と
言
わ
れ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど
で
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
１
９
８
０

年
代
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
か
ら
」
が
「
誤
用
」
な
の
か
、
ど
う
し
て
出
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
勢
の
人
が
論
じ
て
い
る
。 
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「生年実年代グラフ」の読み取り方：生年実年代（その人が生まれた年）によって並べた。回

答者の生まれた年代の中央値（例えば 40 代なら 44 歳とする）で生年を計算している。７年後

の調査なら７年離れた位置に線が描かれる。若い世代が右になる。20 代から 70 代までは 10 年

間隔だが、10 代（16 歳から 19 歳）は７年間隔で示した。この手法を使うと、数十年を隔てた

繰り返し調査の年齢差も忠実に示されるので、100 年近い期間の動きを観察できる。グラフの

線は、古い調査を濃い黒で示し、その後の調査は薄い色にした。なお、年齢層の「ベテラン層」

とは 50 代前後を指す。３回の調査の男女を１枚のグラフに入れたので６本の線が重なる。男Ｍ

を黒マーカー、女Ｆを白抜きマーカーで区別する。生年実年代で並べたので、同じコーホート

（cohort 同時出生集団）の人がのちの調査でどう変わったかもわかる。 
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文
化
庁
（1997, 2003, 2014

）
は
（
千
円
未
満
の
買
い
物
を
し
た
と
き
、
店
の
会
計
で
、
店
員
が
）
「
千
円
か
ら
（
お
預
か
り
し
ま
す
）
」
と
い
う

言
い
方
に
つ
い
て
、
聞
い
て
い
る
。
図
５-

２
を
見
よ
う
。
ほ
う
き
の
よ
う
に 

 

Ｄ 
 

で
線
が
広
が
る
。
「
気
に
な
る
」
の
割
合
は
、
戦
前
生
ま
れ
の

世
代
で
は
５
割
前
後
で
、
調
査
を
繰
り
返
し
て
も
動
か
な
い
。
こ
の
層
が
批
判
的
な
の
だ
。
し
か
し
１
９
７
０
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
不
可
解
な

線
を
描
く
。
１
９
９
７
年
報
告
の
10
代
に
は
気
に
な
る
人
が
７
割
ほ
ど
い
た
。
２
０
０
３
年
に
は 

 

Ｅ 
 

。
２
０
１
４
年
に
は 

 

Ｆ 
 

。 
別
の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
「
気
に
な
る
」
の
割
合
は
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
に
目
立
つ
。
逆
の
「
気
に
な
ら
な
い
」
は
20
代
・
学
生
に
多
く
、
東
北
・
九
州
に

多
い
。
実
際
に
広
が
っ
て
、
話
題
に
の
ぼ
り
、
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

１
万
円
札
と
５
千
円
札
、
千
円
札
は
似
て
い
て
、
レ
ジ
で
混
乱
を
起
こ
し
た
。
見
え
る
よ
う
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
留
め
て
会
計
を
す
ま
せ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
今
は
こ
と
ば
で
表
す
。
「
千
円 

お
預
か
り
し
ま
す
」
の
金
額
の
あ
と
に
何
か
助
詞
を
入
れ
る
な
ら
、
「
千
円
を
」
で
も
い
い
が
、
助
詞
「
か

ら
」
は
機
能
が
広
い
の
で
、
つ
り
銭
計
算
の
出
発
点
と
考
え
て
「
千
円
か
ら
」
を
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
に
は
九
州
方
言
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』

NO.
30
（
国
立
国
語
研
究
所
１
９
８
９
～
２
０
０
６
）
で
、
《
（
一
〇
〇
円
の
買

物
を
し
て
一
万
円
を
出
し
）
「
す
み
ま
せ
ん
が
、
一
万
円
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
う
と
き
の
「
一
万
円
で
お
願
い
し
ま
す
」
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
に

言
い
ま
す
か
》
の
答
え
を
見
る
と
、
日
本
の
大
部
分
は
「
で
」
だ
が
、
九
州
各
地
と
山
口
県
で
「
か
ら
」
を
使
う
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
「
千
円
か
ら
」
が
九
州
方
言
起
源
な
ら
話
が
面
白
い
が
、
確
証
が
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
助
詞
「
か
ら
」
の
用
法
拡
大
と
し
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
共
通
の
③

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
今
で
は
「
千
円
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
と
、
「
お
つ
り
が
戻
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
、
は
ら
は
ら
す
る
。
こ
こ
ま
で
考
え
る
と
、
「
か
ら
」
を
禁
止
す
る
の
は
難
し
い
。 

ま
た
文
化
庁
（1997

）
に
よ
れ
ば
、
《
（
千
円
ち
ょ
う
ど
の
買
い
物
を
し
た
と
き
、
店
の
会
計
で
、
店
員
が
）
「
ち
ょ
う
ど
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
》

に
つ
い
て
は
、
「
気
に
な
ら
な
い
」
は
４
割
だ
っ
た
。
論
理
的
に
は
お
か
し
い
が
、
こ
と
ば
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。 

商
業
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
昔
か
ら
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
丁
稚

で

っ

ち

奉
公
で
も
、
決
ま
り
文
句
を
覚
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
昔
の
遊
郭
、
江
戸
吉
原

よ

し

わ

ら

で

お
い
ら
ん
が
使
っ
て
い
た
「
あ
り
ん
す
こ
と
ば
」
も
、
地
方
出
身
の
遊
女
が
、
出
身
地
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
身
に
つ
け
た
と
言
わ
れ
る
。 

 

デ
パ
ー
ト
で
は
、
さ
さ
や
か
な
言
語
政
策
と
し
て
、
昔
か
ら
こ
と
ば
に
気
を
つ
け
て
い
た
。
デ
パ
ー
ト
の
敬
語
は
、
案
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
「
ば
か
丁

寧
」
だ
が
、
店
員
に
も
応
用
の
き
く
言
い
方
を
指
導
し
て
い
た
。
典
型
は
、
「
お
買
い
得
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
か
「
お
徳
用
」
で
、
下
町
の
店
な
ら
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「
安
い
よ
」
と
言
う
と
こ
ろ
だ
。
同
様
に
航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員
な
ど
も
敬
語
に
気
を
使
う
。
こ
と
ば
づ
か
い
が
接
待
の
一
つ
で
、
待
遇
の
段
階
を
示

す
か
ら
だ
。
よ
く
あ
る
接
客
場
面
で
は
、
使
い
こ
な
し
が
難
し
い
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
が
普
及
し
た
。
し
か
し
コ
ン
ビ
ニ
敬
語
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

狭
い
。 

 

様
々
な
若
い
人
が
一
時
的
に
働
く
コ
ン
ビ
ニ
の
敬
語
は
単
純
だ
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
最
低
限
の
敬
語
、
サ
バ
イ
バ
ル
の
敬
語
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
の
店
員
が
習
得
す
る
敬
語
は
、
客
も
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
だ
か
ら
世
の
中
で
話
題
に
な
り
や
す
い
の
だ
。
実
は
世
間
に
広
が
っ
て
い
る
言

い
方
も
含
ま
れ
る
の
で
、
⑷

濡
れ
衣
の
場
合
も
あ
る
。 

 

な
ぜ
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
が
気
に
な
る
の
か
、
考
え
よ
う
。
第
一
に
は
、
従
来
な
か
っ
た
言
い
方
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
採
用
さ
れ
、
広
が
る
の
に
は
理
由

が
あ
る
は
ず
だ
。
良
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
広
が
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
実
例
を
み
る
と
、
ぼ
か
し
て
言
う
、
と
い
う
共
通
原
理
が
見
つ
か
る
。 

 

「
ぼ
か
し
表
現
・
あ
い
ま
い
表
現
」
が
日
本
語
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
。
漠
然
と
し
た
言
い
方
を
す
る
の
は
、
古
来
の
（
ま
た
世
界
に
広
い
）
傾
向
で
、

相
手
へ
の
心
理
的
配
慮
の
表
現
で
あ
り
、
敬
語
の
様
々
な
面
に
表
れ
る
。
こ
れ
も
敬
語
・
待
遇
表
現
の
周
辺
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
昔
か
ら
量
り
売
り

の
と
き
に
は
「
り
ん
ご
三
つ
ほ
ど
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
た
。
か
つ
て
「
一
応
学
生
や
っ
て
ま
す
」
「
～
な
ど
し
て
ま
す
」
「
お

茶
と
か
ど
う
？
」
の
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
た
。
「
～
っ
ぽ
い
」
「
～
的
な
」
「
～
入
っ
て
る
」
「
好
き
、
か
も
」
な
ど
の
若
者
こ
と
ば
を
含
め
て
、
か
つ

て
騒
が
れ
た
。
こ
れ
も
、
⑸

ぼ
か
し
て
言
っ
て
、
相
手
に
単
刀
直
入
に
結
論
を
押
し
付
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
聞
き
手
に
配
慮
し
た
表
現
で
あ
る
。

敬
語
の
周
辺
部
に
あ
た
る
、
広
い
意
味
で
の
敬
意
表
現
・
待
遇
表
現
と
言
っ
て
い
い
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
実
例
を
み
る
と
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
わ
な
い
と
い
う
共
通
原
理
が
見
つ
か
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
進
出
の
根
本
原
理
と
し
て
、

「
ト
イ
レ
の
名
前
と
敬
語
は
変
わ
り
や
す
い
」
と
言
え
る
。
ト
イ
レ
の
言
い
方
は
、
会
話
で
は
タ
ブ
ー
（
禁
忌
）
に
近
い
か
ら
、
新
し
い
も
の
に
変
わ

る
。
古
い
言
い
方
は
、
昔
の
「
便
所
」
の
臭
い
の
よ
う
に
文
字
ど
お
り
「
④

鼻
に
つ
い
て
」
、
す
た
れ
て
し
ま
う
。
「
雪
隠

せ

っ

ち

ん

」
「
御
不
浄
」
「
お
手
洗
い
」

「
化
粧
室
」
「
お
ト
イ
レ
」
な
ど
様
々
に
呼
ば
れ
た
。 

 

日
本
語
の
敬
語
の
起
源
も
タ
ブ
ー
に
基
づ
く
と
言
わ
れ
る
。
タ
ブ
ー
表
現
の
本
質
は
、
指
し
示
す
の
が
恐
れ
多
い
の
で
、
直
接
指
示
を
避
け
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
「
あ
い
ま
い
表
現
・
ぼ
か
し
表
現
」
と
深
い
関
連
性
が
あ
る
。
古
代
敬
語
の
起
源
の
現
象
が
現
代
敬
語
の
最
先
端
に
も
働
い
て

い
る
の
だ
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
こ
と
ば
と
ト
イ
レ
を
一
緒
に
す
る
の
は
、
「 
〔 

 

Ｘ 
 

〕
一
緒
」
の
現
物
に
近
す
ぎ
る
が
。 
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第
５
章
を
ま
と
め
よ
う
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
最
近
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
増
え
て
、
客
が
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
話
題
に
な
る
が
、
根
本
を
探
る
と
、
古
い
と
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
は
、
発
生
と
普
及
の
理
由
が
あ
る
。

む
げ
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ほ
か
の
人
の
論
理
を
思
い
や
る
温
か
さ
、
受
け
入
れ
る
鷹
揚
さ
が
人
生
に
は
必
要
で
あ
る
。 

 

以
上
第
Ⅰ
部
で
は
、
い
わ
ゆ
る
敬
語
と
、
そ
の
周
辺
の
現
象
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
調
査
資
料
に
基
づ
い
て
、
論
じ
た
。
こ
と
ば
の
乱
れ
と
し
て
非
難

さ
れ
る
言
い
方
は
色
々
あ
る
。
そ
の
多
く
は
今
後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
尊
敬
語
は
進
出
を
続
け
る
。
謙
譲
語
は
衰
え
て
「
て
い
た
だ
く
」
に
機
能

を
譲
り
、
丁
寧
語
は
使
い
分
け
が
細
か
く
な
る
。
一
方
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
よ
っ
て
、
表
現
の
画
一
化
が
進
む
。
「
乱
れ
」
は
い
ず
れ
「
変
化
」
と
位

置
付
け
ら
れ
る
。
こ
と
ば
は
常
に
変
化
す
る
。
我
々
は
そ
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
、
体
験
し
て
い
る
の
だ
。 

 

全
国
規
模
の
繰
り
返
し
世
論
調
査
を
年
齢
層
別
に
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
敬
語
使
用
に
つ
い
て
は
、
20
代
、
30
代
が
ピ
ー
ク
に
な
る
傾
向
が

確
か
め
ら
れ
た
。
10
代
は
敬
語
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
世
代
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
変
化
が
次
の
調
査
で
は
積
み
重
な
る
形
で
進
行
す
る
パ
タ
ー
ン
が
読
み
取

れ
た
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
Ⅱ
部
で
は
、
敬
語
を
身
に
つ
け
る
時
期
は
生
涯
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
極
端
に
遅
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
50
代

前
後
の
ベ
テ
ラ
ン
層
が
ピ
ー
ク
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

（
出
典 

井
上
史
雄
著
『
新
・
敬
語
論 

な
ぜ
「
乱
れ
る
」
の
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
）  

 

問
1 

文
中
の
二
重
傍
線
部
ａ
～
ｆ
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

  

ａ 

ホ
キ
ョ
ウ 

 
 
 

ア 

ホ
ハ
バ
が
広
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｂ 

キ
か
な
い 

 
 

ア 

処
方
さ
れ
た
薬
は
風
邪
に
よ
く
キ
く
。 

イ 

害
獣
を
ホ
カ
ク
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

イ 

彼
は
と
て
も
機
転
が
キ
く
。 

ウ 

生
命
ホ
ケ
ン
を
か
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ウ 

こ
の
映
画
は
大
変
な
評
判
だ
と
キ
く
。 

エ 

堤
防
を
ホ
シ
ュ
ウ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

エ 

真
剣
に
講
義
を
キ
く
。 
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ｃ 

シ
キ
シ
ャ 

 
 
 

ア 

チ
シ
キ
欲
が
豊
富
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｄ 

ヒ
ョ
ウ
テ
キ 

 
 

ア 

本
の
ヒ
ョ
ウ
シ
を
め
く
る
。 

イ 

綺
麗
な
ケ
シ
キ
で
有
名
な
観
光
地
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

ト
ウ
ヒ
ョ
ウ
会
場
へ
行
く
。 

ウ 

大
き
な
ヤ
シ
キ
で
暮
ら
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ウ 

政
府
の
シ
ヒ
ョ
ウ
を
示
す
。 

エ 

ソ
シ
キ
の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

エ 

ヒ
ョ
ウ
カ
基
準
を
定
め
る
。 

  

ｅ 

フ
ヘ
ン 

 
 

 
 

ア 

ヘ
ン
シ
ュ
ウ
者
に
な
る
の
が
彼
の
夢
だ
。 

 

ｆ 

テ
キ
ヨ
ウ 

 
 
 

ア 

病
巣
が
テ
キ
シ
ュ
ツ
さ
れ
る
。 

イ 

諸
国
を
ヘ
ン
レ
キ
し
て
書
物
を
残
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

イ 

雨
漏
り
で
ス
イ
テ
キ
が
落
ち
て
き
た
。 

ウ 
ヘ
ン
ク
ツ
な
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ウ 

こ
の
発
明
は
カ
ッ
キ
テ
キ
だ
。 

エ 
絵
画
の
才
能
の
ヘ
ン
リ
ン
が
う
か
が
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ 

リ
ー
ダ
ー
は
彼
が
テ
キ
ニ
ン
だ
。 

 

問
2 

波
線
部
①
～
④
の
本
文
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

①
「
大
目
に
見
よ
う
」 

 
 

ア 

見
逃
そ
う 

 
 

 
 

イ 

無
視
し
よ
う 

 
 

 

ウ 

注
目
し
よ
う 

 
 

エ 

敵
視
し
よ
う 

②
「
仰
々
し
い
」 

 
 

 
 

ア 

い
ん
ち
き
な 

 
 

 

イ 

大
げ
さ
な 

 
 

 
 

ウ 

無
意
味
な 

 
 

 

エ 

詳
細
な 

③
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」 

 
 

 

ア 

機
械 

 
 

 
 

 
 

イ 

決
ま
り 

 
 

 
 

 

ウ 

仕
組
み 

 
 

 
 

エ 

装
置 

④
「
鼻
に
つ
い
て
」 

 
 

 

ア 

う
っ
と
う
し
く
て 

 
イ 
ば
か
ば
か
し
く
て 

 

ウ 

つ
ま
ら
な
く
て 

 

エ 

下
品
で 

 

問
3 

傍
線
部
⑴
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
経
済
効
率
の
い
い
教
育
法
で
あ
る
」
と
い
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉

を
用
い
て
三
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 
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問
4 

傍
線
部
⑵
「
し
か
し
広
が
る
か
ら
に
は
心
理
的
理
由
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
進
出
の
背
景
を
何
と
何
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
る
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
文
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
解
答
欄
に
記
せ
。 

 
問
5 
傍
線
部
⑶
「
こ
れ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。
読
点
等
も
一

字
と
数
え
る
。 

 

問
6 

図
５-

１
、
図
５-

２
に
関
す
る
筆
者
の
記
述
部
分
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

Ⅰ 

図
５-

１
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
章
の
空
欄 
 

Ａ 
 

～ 
 

Ｃ 
 

に
入
る
文
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ

選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 
 

 

ア 

Ａ 

５
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 

Ｂ 

７
割
に
増
え
た 

 
 

Ｃ 

６
割
以
上
で
、
「
気
に
な
る
」
が
多
い 

イ 

Ａ 

３
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 
Ｂ 

８
割
を
越
え
た 

 
 

Ｃ 

６
割
以
上
で
、
「
気
に
な
る
」
が
多
い 

ウ 

Ａ 

５
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 

Ｂ 
８
割
を
越
え
た 

 
 

Ｃ 

４
割
以
下
で
、
「
気
に
な
る
」
が
少
な
い 

エ 

Ａ 

３
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 

Ｂ 

７
割
に
増
え
た 

 
 

Ｃ 

４
割
以
下
で
、
「
気
に
な
る
」
が
少
な
い 

 

Ⅱ 

図
５-

２
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
章
の
空
欄 

 

Ｄ 
 

～ 
 

Ｆ 
 

に
入
る
語
句
や
文
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か

ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

ア 

Ｄ 

ベ
テ
ラ
ン
層 

 

Ｅ 

５
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

３
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 

イ 

Ｄ 

若
い
世
代 

 
 

Ｅ 

３
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

５
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 
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国語 

 

ウ 

Ｄ 

若
い
世
代 

 
 

Ｅ 

５
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

３
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 

エ 

Ｄ 

ベ
テ
ラ
ン
層 

 

Ｅ 

３
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

５
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 

 
Ⅲ 
Ⅰ
・
Ⅱ
の
分
析
結
果
に
基
づ
き
、
「
お
会
計
の
ほ
う
」
お
よ
び
「
千
円
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
と
い
う
表
現
の
使
用
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
の

よ
う
な
結
論
を
述
べ
て
い
る
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。 

 

問
7 

傍
線
部
⑷
「
濡
れ
衣
」
と
い
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
五
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

 

問
8 

傍
線
部
⑸
「
ぼ
か
し
て
言
っ
て
、
相
手
に
単
刀
直
入
に
結
論
を
押
し
付
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
聞
き
手
に
配
慮
し
た
表
現
で
あ
る
」
に
つ

い
て
、
次
の
「
っ
ぽ
い
」
を
含
む
文
の
う
ち
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
「
ぼ
か
し
表
現
」
の
効
果
を
あ
ら
わ
す
文
に
当
て
は
ま
ら
な
い
、
、
も
の
を
、
ア
～

エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

  
 

ア 

明
日
の
テ
ス
ト
は
難
し
い
っ
ぽ
い
か
ら
勉
強
し
た
ほ
う
が
い
い
。 

 

イ 

今
度
の
飲
み
会
に
は
社
長
も
来
る
っ
ぽ
い
。 

ウ 

姉
に
大
人
っ
ぽ
い
メ
イ
ク
の
し
か
た
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。 

 
 

 

エ 

今
日
は
一
日
中
い
い
天
気
っ
ぽ
い
。 

 

問
9 

空
欄
〔 

 

Ｘ 
 

〕
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

 

ア 

ね
こ
も
し
ゃ
く
し
も 

 

イ 

お
い
も
わ
か
い
も 

 

ウ 

す
い
も
あ
ま
い
も 

 

エ 

み
そ
も
く
そ
も 

 

問
10 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
つ
い
て
、
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
に
合
致
し
な
い

、
、
、
も
の
を
、
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
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国語 

せ
。 

 

ア 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
ぼ
か
し
表
現
の
一
種
で
あ
り
、
相
手
へ
の
心
理
的
配
慮
を
表
す
広
い
意
味
で
の
敬
意
表
現
・
待
遇
表
現
に
あ
た
る
。 

 
イ 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
が
よ
く
使
わ
れ
る
地
域
は
あ
る
が
、
そ
の
地
域
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
起
源
で
あ
る
と
ま
で
は
断
言
で
き
な
い
。 

 
 

ウ 
ベ
テ
ラ
ン
層
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
を
「
気
に
な
る
」
と
答
え
て
批
判
す
る
が
、
若
い
人
は
ど
の
年
代
で
も
気
に
し
て
い
な
い
。 

 
 

エ 

商
業
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。
お
い
ら
ん
の
「
あ
り
ん
す
こ
と
ば
」
な
ど
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。 

 
 

オ 

「
に
な
り
ま
す
」
は
「
で
す
」
に
比
べ
て
直
接
断
定
す
る
感
じ
が
薄
れ
、
和
ら
げ
の
効
果
が
あ
る
た
め
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
。 
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